
　
本
県
の
が
ん
死
亡
が
多
い
こ
と
は
、
平
均
寿
命
が
短
い
主
要
な
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
健
康
長
寿
の
長
野
県
で
は
、
若
い
年
代
の
が
ん
死

亡
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　
が
ん
死
亡
を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
、
予
防
、
早
期
発
見・早
期
治
療
、

質
の
高
い
医
療
が
重
要
で
す
。
最
近
の
研
究
で
、
が
ん
の
発
生
を
高
め
る

要
因
と
減
少
さ
せ
る
要
因
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
別
表

に
そ
の
概
要
を
示
し
ま
す
。

　
日
本
人
の
が
ん
の
原

因
と
し
て
、
喫
煙
、
感
染

症
、
飲
酒
が
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
喫
煙
は
ほ

ぼ
全
て
の
が
ん
の
発
生

を
高
め
ま
す
。
飲
酒
は

大
腸
が
ん
、
肝
が
ん
な
ど

の
、
塩
分
は
胃
が
ん
、
肥

満
は
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、

肝
が
ん
の
発
生
を
高
め

る
と
の
研
究
結
果
で
す
。

　
一
方
、
野
菜
、
果
物
、

大
豆
、
緑
茶
、
運
動
等
は

が
ん
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
要
因
と
な
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
よ
く
理

解
し
て
い
た
だ
き
、
日

常
の
生
活
習
慣
な
ど
を

見
直
し
て
く
だ
さ
い
。 県

福
祉
保
健
部
健
康
局
長　
野
㞍
孝
子

~

健
康
を
め
ぐ
る
現
状
の
要
因
を
考
え
る~

日
本
一
を
め
ざ
し
て

健
康

寿
長
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がんのリスク評価

胃がん

肺がん

大腸がん

乳がん

子宮頸がん

食道がん

肝がん

熱
　
い

飲
食
物

運
　
動

緑
　
茶

大
　
豆

果
　
物

野
　
菜

感
染
症

肉
　
類

肥
　
満

塩
　
分

飲
　
酒

喫
　
煙

…がんのリスクを高める …がんのリスクを減少する

国立がん研究センター「科学的根拠に基づく発がん性・がん予防効果の評価とがん予防ガイドライン
提言に関する研究」を一部改変。　　　　　　　　　　　　　　　  ※1女性　※2加工肉／赤肉
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生
活
の
不
安
や
介
護
の
こ
と
な
ど
で
の
悩
み
、
ご
近
所

で
気
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
時
、
地
域

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
適
切
な
支
援
や
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
行
政
や
専
門
機
関
と
の
パ
イ
プ
役

を
務
め
る
の
が
民
生
委
員・児
童
委
員
で
す
。

　
民
生
委
員
は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
住
民

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
課
題
を
解
決
で
き
る
よ
う
必

要
な
援
助
を
行
う
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
子
供
の
見
守
り
や

子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
な
お
、一

部
の
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉
を
専
門
に
担
当
す
る「
主

任
児
童
委
員
」と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
制
度
は
今
年
で
制
度
創
設
１
０
０
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
１０
月
１８
日
に
は
制
度
創
設
１
０
０

周
年
を
記
念
し
た
県
大
会
を
開
催
し
、
地
域
福
祉
の一層
の

推
進
に
向
け
て
委
員一同
思
い
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
民
生
委
員・児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談

し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分
や
、
ご
近

所
の
こ
と
で
何
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

の気づき
きこころ人 権

連
載
さい

じん

けん

れん

ご
存
じ
で
す
か
？

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
　

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

ぞ
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み
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県
庁
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い

け
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ょ
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や
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福形　崇男
位牌文字彫刻　
高野町出身、
高野町在住

ふくがた たかお

地域社会における伝統的な技術
文化の向上発展に顕著な功績の
ある方を表彰しました。

問県庁文化学術課 
敬称略

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
は
、
一
年
中
を
通
じ
て

発
生
し
ま
す
が
、
11
月
ぐ
ら
い
か
ら
発
生
件
数
は

増
加
し
は
じ
め
、
12
月
〜
１
月
が
ピ
ー
ク
に
な
る

傾
向
が
あ
り
ま
す
。
手
洗
い
な
ど
日
頃
か
ら
の
予

防
対
策
が
大
切
で
す
。

主
な
症
状…

お
う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど

潜
伏
期
間…

平
均
１
〜
２
日

発
生
時
期…

11
月
〜
3
月
に
か
け
て
多
く
発
生

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

◆ 

食
品
の
中
心
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

◆ 

石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗
う

◆ 

お
う
吐
物
を
処
理
す
る
際
は
直
接
手
で
触
れ
な
い

知
っ
て
お
き
た
い

 

暮
ら
し
の
情
報

じ
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県
庁
食
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課
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問

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒・

感
染
症
を
予
防
し
よ
う
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
知
っ
て
予
防
！

いはい

　建設から100年以上経過し、かんがい農業の発
展に貢献したもの、卓越した技術により建設され
たものなど、歴史的・技術的・社会的価値のあるか
んがい施設として、「小田井用水路」が世界かんがい
施設遺産に登録されました。
　「小田井用水路」は、橋本市から岩出市までの延長
32.5キロに及ぶ用水路で、徳川吉宗の命を受け、現
在の橋本市出身の土木
技師、大畑才蔵（1642
～1720年）の指揮によ
り1710（宝永7）年に完
成しました。 
　現在の測定精度と引
けを取らない水準器の
利用や用水路が河川を
横断する先端技術の導
入などが評価され、登
録が決定されました。

今月号の
こん げつ ごう

ひとこま

県庁農業農村整備課　☎073-441-2951問

「小田井用水路」
おだい ようすいろ

せかい しせついさん とうろくけってい

[世界かんがい施設遺産]とは
かんがいの歴史・発展を明らかにし、
理解醸成を図るとともに、かんがい施
設の適切な保全に資するために、歴史
的なかんがい施設を国際かんがい排水
委員会（ICID）が認定・登録する制度で、
2014年に創設されました。

現在の小田井用水路（紀の川市上田井）

穴伏川を渡る龍之渡井（紀の川市西野山）

［登録有形文化財］

県内初！！
けんないはつ

世界かんがい施設遺産へ登録決定！

あなぶしがわ たつのとい
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